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みんなの素敵な笑顔を集めてみました！ 

スマイルフォト 

“早くマスクがとれるといいなぁ～” 

回 
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７月２１日に小牧警察署の方に不審

者役をお願いし、防犯訓練をしました。

昨年と違って、より今年は利用者にも

体感していただける距離感での実施で

した。みんな落ち着いて無事に避難す

ることができました。（S） 

年に 1 回、防犯訓練！ 

いわざきのわ、広げよう（実習編） 

いわざき授産所では、今年度初めて保育

士を目指す学生の実習の受け入れをしまし

た。学生さんから溢れる若いパワーは刺激

的。利用者はもちろん、職員も元気を沢山

もらいました。１０日間という短い期間で

したが、休憩中のたわいもない会話やレク

リエーションを一緒に楽しむ中で、お互い

の関係もぐっと近づいたように感じまし

た。学生のお二人、ありがとう。（O） 

夏の風物詩のスイカ割りをしま

した。「こっち！こっち！」「いいよ

～！」等、みんなで応援してなんと

か割れました。 

その日の夕飯のデザートに美味

しくいただきました。（M） 

スイカ割りをしたよ 

「実習生お手製わなげで盛り上がったね」 

年賀状印刷のお知らせ 

「不審者から離れた場所に移動」 

今年も多彩なデザインをご用意してお

待ちしています。 

喪中の印刷も承っております。 

  

※印刷料金 

30 枚  1,900 円（税込み）～ 

※受付期間 

11 月１日（水）～12 月 22 日（金） 

9：00～16：00（土日祝日を除く） 

http://www.taka.co.jp/tada/detail.php?id=247&cid=4&cid2=13
http://www.taka.co.jp/tada/detail.php?id=247&cid=4&cid2=13
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
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今年も中高生福祉体験学習、将来教員を目指す学生の介護体験、福祉の仕事を学ぶ  

職業人体験等を受け入れています。実習・体験の学生さんが来所するといつもと違

う雰囲気になり、仲間もたくさん話しかけて、緊張気味の学生さんもすぐに打ち解け

て、笑顔があふれます。体験を通じ、障がい者や施設について理解を深め、これから

の社会の中で活かしていただけると考えています。これからのご活躍を期待していま

す。（Ｏ） 

 

                            「一緒に作業」 

 

 

 

                              「ベル鳴らして～」 

 

 

 

 

９月の一休さんは、防災について勉強しました。今回は、周辺の避難場所の確認と

防災食作りをしました。外気温が高かったためバーチャルでスクリーンを見ながら、

避難場所である勤労センターまで歩きました。防災食作りでは、カップ麺に“水”を

入れて食べました。ただ、お湯とは違い、水だと麺がほぐれるまでに４０分ほど時間

がかかります。初めての体験にみんな驚いていました。今後ももしもの時のために、

いろんな勉強をしていきたいと思います。（Ｈ）  

 

                           「避難場所はどこ？」 

 

 

 

                            「水でも美味しい！」 

  

勉強会をしたよ 
みんなでシャンプーの仕方の勉強

会をしました。 

耳の後ろやおでこの生え際も、全体

的にしっかり洗ってしっかり流すの

が大切！身体より先に頭髪を洗うの

が良いそうですよ。（M） 

学生さんといっしょに作業・活動をします！

いわざきのわ、広げよう（実習編） 

防災について学ぼう～もしもの時のために～ 
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ご寄付・ご協力のお礼 ６月～９月 

【寄付金】いわざき ３８，０００円 

本  庄 ４８，０００円 

【寄付物品】食料品、飲料水、事務用品 

      日用品、マスク、手指消毒液 

今後の予定  １１月～２月 

【両施設】 

  １１月 小牧市スポレクのつどい 

      小牧市みんなの生活展バザー 

【いわざき】 

  １１月 年賀状印刷受付開始 

   ２月 いきいき展 

【本庄】 

  １１月 本庄ふれあいまつり 

本庄区民まつり 

 

・教員免許特例法による介護等体験 

・社会福祉士実習・保育士実習 

等実習受け入れ 

 

＊行事、バザーにつきましては、 

状況により中止となる事があります。 

           ご了承下さい。 

寄附のお願い 

社会福祉法人への寄附金は、税制

上の寄附金控除の対象になります。

個人による寄附は、確定申告により

所得控除に、法人による寄附は、一般

寄附金の損金算入限度額に加えて別

枠で損金算入することができます。

こうした制度をご活用いただき、ご

支援を賜りますようお願い申しあげ

ます。ご協力いただける方はお近く

の事業所までお申し付け下さい。 

よろしくお願いします。 

 

【協力団体等】 

・(株)小野工業所様・(株)マツダ様 

・小牧市善意銀行様 ・(株)コモ様 

・小牧市社会福祉協議会様 

          赤い羽根共同募金

は、子ども・高齢

者・障がい者の方な

どを支援するさまざ

まな福祉活動に役立

てられています。 

いわざき・本庄授産所にも募金箱を設

置しています。ご協力お願いいたしま

す。       

 

【ボランティア・支援者】 

 ・長谷川先生[音楽療法]  

・香月先生[健康体操] 

・白根先生[リトミック] 

 ・後藤田先生、桑山先生[３B 体操] 

・堀部先生[創作活動]・板垣先生[芸術] 

 ・作業でのボランティアのみなさま 

 

【バザー売上】 

・いわざき  ２１，８４０ 円 

・本  庄  ６１，８４０ 円 

【バザー協力団体等】  

・小牧市第１老人福祉センター「野口の郷」様 

 

【資源回収収入】 

・いわざき    ７，８６５ 円 

・本  庄    ８，０４１ 円 

 

ご支援・ご協力ありがとうございました。 

今後ともよろしくお願いします。 


